
みなさん、こんにちは。 

連日たくさんの人々で賑わいを見せる「昭和なつかし博覧会」。オープニングイベントも盛況です。 

来週からは小学校からの見学が始まり、館内には元気な子どもたちの声が響くことでしょう。 

１．「むかしのあそび」と「なつかしの味」 
オープニングイベントとして1月５日(金)には1階ロビーで「むかしのあそび」に挑戦。ボランテ

ィアさんと昨年末に作った１０組の竹馬に乗って遊びました。小山りのさん（中崎小２年）は、「お

じいちゃんが家で竹馬を作ってくれたので練習しました」とスイスイと歩いていました。淡路から

来られた中谷寿男さん(56歳)は、東京からお正月休みで帰省している孫の中谷星知くん(４年生)と

竹馬や羽子板で遊んでいました。「はねつきは思ったよりもおもしろかった」と星知くん。 

始めは乗れずに泣いていた男の子も、お母さんに励まされながら何度も何度も練習して乗れるよう

になり、笑顔を見せてくれました。 

   
▲ スイスイ歩くのはむずかしい      ▲ おじいちゃんも大活躍         ▲ お母さんとはねつきで遊ぶ 

１月６日(土)は「なつかしの味」。かきもちと干しイモを焼いて観覧された方々と食べました。悪戦

苦闘しながら炭火をおこして、火鉢に入れました。真っ赤におこった炭火がじんわりとかきもちと

干しイモを焼いてゆきます。「今でもこんなかきもちがあるんですね」と感心しながら懐かしい味を

ほおばる方もいて、ほっとする時間を過ごしていました。 

   
▲大きな火鉢が大活躍           ▲ はい、できあがり       

 

２．新春琴の調べ 明石三曲協会 
１月７日(日)は明石三曲協会の双葉会のみなさんによる琴と尺八の演奏がありました。元旦が明け

る様子からお正月の風物詩を紹介した「初春の調べ」、『荒城の月』や『宵待草』など日本の名作６

曲をメドレーにした「日本名歌集第一編」、星に関する想いを綴った「流星」の３曲と「六段」をじ

っくりと演奏されました。 

   
▲ 明石三曲協会 双葉会のみなさん 

３．ワークショップ「発見！明石路上写真術」募集中！ 
◆１月２７日（土）１０：３０～１６：００（昼食必要、１５歳未満の人は保護者同伴、要観覧料） 

※当日デジタルカメラの貸出もあります。 

◆申し込み：電話受付中（先着１５名）０７８－９１８－５４００ 
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